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　ロ．気象エコー発達の日変化を知る

　ハ．気象エコーの発生や移動についての土地の癖を知

　　る

　天気の局地予報をだすにはその土地の癖を知っている

ことが必要であるのと同様に，レーダーで得られる情報

を利用しつくすにはこれら気候条件を充分に理解してい

る二とが必要である．

6．　む　す　び

レーダーを予報技術に生かすには

　レーダーを気象目的に利用することはアメリカにおい

てまず航空の安全を守るために各主要空港において実施

され，後になって洪水やトルネードーなどの災害を予防

する目的にも使われたのであって，利用方法としても2

時間以内ぐらいの変化を推定することにほとんどの場合

が限られていた．したがって3時間以上先の天気予報に

どう利用してゆくかという問題についてはまだ幾つかの

試みがなされているだけで，それを実用化させるにはま

だ多くの研究が必要であろう．なお本稿の閲読を願った

今井一郎博士に感謝します．
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大会の講演数と講演時間
　気象学会大会のブログラム編成のための参考資料とし

て1959年以降の春秋2回の大会の講演数と講演時間を調

べて見たところ下表のようになった．たずし講演数はプ

ログラム所載のもので，その後の追加，取消などは含ん

でいない．総講演時間も同様で，実際のものではない．

一講演当りの平均時間は総時間を講演数で割ったもの

春季
年

1954
1955
1956
1957
1958
1959

平均

場所瞥轡郵炉

東京
大阪
東京
名古屋

東京
東京

81

82
92
94
91

97

時間
28
19

20
29
24
32

2！

14
13
19

16

20

分

（89） 17分

秋季
揚所幣讐華館

東京
東京
東京

鯨仙台
福岡

　　時間
33　　15
52　　17．5

66　21
76　28
69　28

27
20
19

22
24

分

（59） 22分

で，申込時間とは違い討論の時聞も含んでいる．

　この表から分るように，講演数は年を追うて増加の傾

向にあるが，こ』3，4年は春季90～100，秋季70前後

と大体きまって来たようである．開催地にはあまりよら

ないらしい．秋に少いのは地方の人の参加が少いためで

ある．1959年から56年にかけて秋が急増しているのは，

気象研究所報告会から秋季大会へ漸次移行したことを物

語っている．

　一講演当りの時間にはかなりの変動があり，春の平均

が17分，秋の平均が22分となる．春は総会など行事が多・

いので窮屈になるのはやむを得ないが，今後はなるべく

行事の時間を短くして講演時間にゆとりを持たせるよう

にしたいものである．

　　　　　　　　　　　今　　井　　一　　郎

6 、天気”　6．9＝．


